
 

 

 

 

 

 

 

『負ける』は大切な経験 
校 長  関  勝 志 

いま、各運動部の地区夏季大会が行われています。勝ち上がると、都大会、関東大会、全国大会へとつ

ながる大会です。また、３年生にとっては、引退をかけた最後の大会であり、３年間の部活動の集大成と

も言えます。吹奏楽部が８月に参加する都のコンクールも、上位に入賞すると全日本吹奏楽コンクール予

選へとつながります。 

すでに、残念ながら負けてしまい、３年生が引退している部もあります。真剣にやっていれば試合に負

けてうれしい人はいないでしょう。悔し涙もあれば、やりきった充実感で清々しい表情もありました。 

日本には、約 10,000 校の中学校があります。中学３年生は、約 1,000,000 人です。すべての人が運

動部をやっているわけではありませんが、最後まで勝って、中学校の部活動を終えるチームや選手はほん

の一握りです。みんないつかは負けるのです。だからこそ、「負け」をどう受け止めるかが大切です。 

詩人の相田みつをさんが「受身 -負ける練習-」という作品を書いています。 
 
柔道の基本は受身 受身とは投げ飛ばされる練習 人の前で叩きつけられる練習 人の前でころぶ練習 

人の前で負ける練習です。 

つまり、人の前で失敗をしたり 恥をさらす練習です。 
自分のカッコの悪さを多くの人の前で ぶざまにさらけ出す練習 それが受身です。 

柔道の基本では カッコよく勝つことを教えない 素直にころぶことを教える いさぎよく負けること
を教える 

長い人生には カッコよく勝つことよりも ぶざまに負けたり だらしなく恥をさらすことのほうが 
はるかに多いからです。 
だから柔道では 初めに負け方を教える しかも、本腰を入れて 負けることを教える 

その代り ころんでもすぐ起き上がる 負けてもすぐ立ち直る それが受身の極意 極意が身につけば
達人だ 

若者よ 失敗を気にするな 負けるときにはさらりと負けるがいい 口惜しいときには「こんちくしょ
う！！」と、正直に叫ぶがいい 弁解なんか一切するな 泣きたいときには 思いきり泣くがいい やせ
我慢などすることはない 

その代り スカッーと泣いて ケロリと止めるんだ 早くから勝つことを覚えるな 負けることをうん
と学べ 恥をさらすことにうまくなれ そして下積みや下働きの 苦しみをたっぷり体験することだ 体
験したものは身につく 身についたもの ― それはほんものだ 

若者よ 頭と体のやわらかいうちに 受身をうんと習っておけ 受身さえ身につけておけば 何回失敗
しても すぐ立ち直ることができるから･･････ 

そして 負け方や受身のほんとうに身についた人間が 世の中の悲しみや苦しみに耐えて ひと（他人）
の胸の痛みを 心の底から理解できる やさしく暖かい人間になれるんです。 

そういう悲しみに耐えた 暖かいこころの人間のことを 観音さま、仏さま、と呼ぶんです。 
 

この詩を読んで、みなさんは、どんなことを感じたで 

しょうか。 

負けたり、失敗したりしたとき感じるのは「悔しさ」 

や「落胆」「感謝」など様々ですが、その瞬間、心が揺 

さぶられること、それが感動です。その一つ一つが心の 

成長につながり、深みのある人へとなっていくのです。 

たくさんの感動を経験してほしいと願っています。 

また、これからも部活動の活躍を期待しています。 
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■教育委員会の学校訪問■ 
６月２０日（火）、教育長をはじめ、教育委員の皆さんと、教育委 

員会事務局の皆さんが来校されました。校内を巡りながら、１年生の 

授業を参観していただき、ご意見やご感想をいただきました。 

○学校生活がとても落ち着いている。 

○中庭がきれいに整備されていて、美しい草花（自然環境）の中で 

生活するのは、生徒たちにとってよいことだと思う。 

○先生たちが礼儀正しく、丁寧な応対だった。 

○どの授業も「ねらい」がきちんと板書されていた。しかし、「授 

 業の内容と流れ」について提示されていない授業もあった。「こだいら これだけは」を徹底してほしい。 

○先生たちが、クロームブックなどＩＣＴを積極的に活用し、楽しい中にも学習効果が上がるような指導

を工夫して行っていた。 

○生徒たちが、授業に活発に取り組んでいた。 

■避難所開設訓練■ 
６月２５日（日）、四中校庭にて、地域の方々にも多数ご参加いた 

だき、避難所開設訓練が実施されました。 

 避難所開設準備委員会と防災危機管理課が協力し、「小平第四中学 

校避難所管理運営マニュアル」を２年がかりで完成させました。今回 

は、その内容を検証する目的で、第１回目の訓練、総合受付訓練でし 

た。「避難者カード」と「健康確認チェックシート」を確認し、一般 

避難者（健常者）と要配慮者や発熱等有症状者を振り分けました。 

避難者カードは現地でも配布は受けられますが、市のＨＰにデータがあります 

ので、事前に記入し用意しておいていただくと、避難時にスムーズに対応がで 

きます。有事の際の防災について、ご家族でもぜひ話題にしてみてください。 

■生徒の活躍■ 
剣道部  小平市剣道連盟剣道大会  

中学生男子の部優勝 白石大輝 ／ 中学生の部女子２位 飯島芽依  ３位 井出こころ 

ソフトテニス部 第１０ブロックソフトテニス夏季選手権大会  

団体戦 第３位 【東京都選手権大会出場決定】  ／  個人戦 第５位 小松・宮組 

陸上競技部 東京都中学校地域別陸上競技大会 

男子東部３年１００ｍ ８位 奥澤雄音 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

男子東部２・３年走幅跳 ４位 奥澤雄音 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部共通走高跳 ６位 柴田理子 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部共通円盤投げ ２位 芦澤仁香 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部共通砲丸投げ １位 芦澤仁香 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部１年走幅跳  １位 藤井日菜乃  【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部１年１００ｍ  １位 藤井日菜乃 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部２・３年走幅跳 ５位 力石依里香 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部２年１００m 力石依里香 【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

女子東部低学年リレー １位 力石依里香・樽井実桜・藤井日菜乃・武富莉子・河本美憂・福田芽衣 

【通信大会・総合体育大会標準記録突破】 

ラグビーフットボール  関東中学校ラグビーフットボール大会 C ブロック 

優勝 東京多摩大連合（南祐輔・小和田大雅） 

■７・８月の主な行事予定■ 
３日 全校朝礼 保護者会（３）  １０日 生徒会朝礼 安全指導  ２１日 三者面談（始） 

４日 復習確認テスト（３）    １３日 職業講話（２）            夏季補充教室（始） 

５日 保護者会（２）       １４日 避難訓練 中央委員会 

６日 専門委員会         １９日 大掃除 ｽｹｱｰﾄﾞｽﾄﾚｲﾄ   ８月１４日～１６日 

７日 保護者会（１） ｾｰﾌﾃｨ教室  ２０日 終業式              学校閉庁日 


